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毎
年
度
、
一
般
会
計
の
繰
越
明

許
費
が
出
て
く
る
。
当
局
は
、
こ

れ
を
圧
縮
す
る
努
力
を
し
て
い

る
と
思
う
が
、
会
計
法
上
、
ど

う
し
て
も
な
く
す
よ
う
に
で
き

な
い
も
の
か
。
毎
年
度
、
出
て

く
る
の
で
抵
抗
が
あ
る
。
努
力

の
成
果
な
ど
も
伺
う
。

毎
年
度
、
繰
越
明
許
費
と
い
う

こ
と
で
、
３
月
議
会
に
は
お
願

い
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
事

業
の
進
捗
管
理
に
つ
い
て
は
、

庁
議
の
中
で
当
初
予
算
の
事
業

に
つ
い
て
す
ぐ
着
工
し
、
年
度

早
い
う
ち
に
完
了
す
る
よ
う
指

示
し
て
い
る
。
今
回
の
件
は
、
現

場
が
外
で
あ
り
、
積
雪
の
影
響
、

地
権
者
の
意
向
で
、
３
月
30
日

ま
で
に
事
業
が
完
了
せ
ず
、
繰

越
明
許
費
と
い
う
こ
と
で
お
願

い
し
て
い
る
。
今
後
は
、
繰
越

明
許
費
を
で
き
る
だ
け
少
な
く

し
、
最
終
的
に
は
な
く
し
て
い

き
た
い
。

６月定例会

誘客推進のため観光振興

対策事業予算などを可決

●会期　６月14日～６月21日(８日間)

今回は

報告　　　　　５件

市長提出議案　５件

６月定例会議案採決

【
報
告
第
２
号
】　

平
成
29
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て

整備が進む市道大更中央線

Ａ Ｑ

預
か
り
保
証
金
を
、
事
業
を
継

続
す
る
た
め
や
、
設
備
投
資
し

て
発
展
さ
せ
る
た
め
に
使
う
こ

と
は
、
違
法
で
は
な
い
と
会
計

事
務
所
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
保
証
金
の
性
格

上
、
運
用
に
つ
い
て
は
慎
重
で

あ
る
べ
き
。
設
備
投
資
に
ど
う

し
て
も
お
金
が
掛
か
る
場
合
、

そ
こ
か
ら
利
益
を
上
げ
て
い
く

際
に
は
、
運
用
を
考
え
て
い
き

た
い
。

貸
借
対
照
表
で
現
金
お
よ
び
預

金
が
、
こ
の
４
年
間
で
１
億
６

千
万
円
ほ
ど
減
少
し
て
い
る
。

現
金
預
金
の
ほ
と
ん
ど
は
、
預

か
り
保
証
金
と
判
断
す
る
が
、

そ
の
減
少
の
要
因
を
伺
う
。

主
な
要
因
は
、
松
川
温
泉
か
ら

県
民
の
森
の
貯
湯
槽
ま
で
の
送

湯
管
が
、
平
成
25
年
に
台
風
被

害
を
受
け
た
。
そ
の
災
害
復
旧

工
事
費
に
、
現
金
預
金
か
ら
２

億
２
０
０
万
円
ほ
ど
使
用
し
た
。

【
報
告
第
１
号
】　

株
式
会
社
八
幡
平
温
泉
開
発

の
経
営
状
況
報
告
に
つ
い
て

ＱＡ

株式会社八幡平温泉開発

Ａ Ｑ

Ｑ

Ａ

市
の
第
３
セ
ク
タ
ー 

経
営
状
況
報
告

　

平
成
29
年
度
全
体
の
売
上
額
は
、
計

画
額
の
90
・
１
％
と
な
り
、
損
益
実
績

は
９
０
０
万
５
千
円
の
赤
字
決
算
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
子
会
社
で
あ
る
八

幡
平
市
産
業
振
興
株
式
会
社
の
平
成
29

年
度
の
経
営
状
況
は
、
２
３
９
万
３
千

円
の
赤
字
決
算
に
な
っ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

第
３
セ
ク
タ
ー
の
株
主
で
、
１

人
だ
け
個
人
が
株
主
に
な
っ

て
い
る
が
、
今
後
も
経
営
上
必

要
な
の
か
。

過
去
に
、
別
の
個
人
株
主
で

あ
っ
た
方
が
、
株
主
を
辞
退
し

た
例
も
あ
っ
た
。
そ
の
株
主
に

判
断
し
て
も
ら
う
も
の
と
考
え

て
い
る
。

温
泉
施
設
利
用
保
証
金
の
現

在
高
が
、
５
億
６
５
０
０
万
円

ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

保
証
金
は
事
業
活
動
な
ど
に
運

用
で
き
る
の
か
。

【
報
告
第
３
号
】　

平
成
29
年
度
八
幡
平
市
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
の
報
告
に
つ
い
て

【
報
告
第
４
号
】　

平
成
29
年
度
八
幡
平
市
水
道

事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

【
報
告
第
５
号
】　

平
成
29
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て

庁
舎
管
理
費
な
ど
15

事
業
を
翌
年
度
繰
越

　

積
雪
な
ど
に
よ
り
、
十
分
な
工
事
期

間
が
確
保
で
き
な
い
場
合
、
翌
年
度
に

予
算
を
繰
越
し
て
使
用
で
き
る
た
め
、

そ
の
事
業
を
繰
越
し
す
る
も
の
で
す
。

（
主
な
繰
越
事
業
）

▼ 

庁
舎
管
理
費　

６
９
８
５
万
６
千
円

▼ 

八
幡
平
温
泉
郷
引
湯
管
等
整
備
事
業　

８
２
４
５
万
８
千
円

▼ 

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
対
策
事
業　

１

億
１
０
０
６
万
８
千
円

▼ 

市
道
等
改
修
事
業　

１
０
８
９
万
６

千
円

▼ 

市
道
大
更
中
央
線
整
備
事
業　

１
２

０
０
万
円

▼ 

大
更
駅
西
口
駅
前
広
場
整
備
事
業　

１
２
０
０
万
円

【
議
案
第
１
号
】　

財
産
の
取
得
に
関
し
議
決
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

ＱＡ 除
雪
グ
レ
ー
ダ
を 

１
台
購
入

　

市
所
有
除
雪
グ
レ
ー
ダ
の
老
朽
化
に

伴
い
、
今
回
新
た
に
除
雪
グ
レ
ー
ダ
１

台
を
購
入
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

購
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
除

雪
グ
レ
ー
ダ
の
納
入
期
限
が
、

平
成
30
年
12
月
21
日
で
あ
る
が
、

７
カ
月
も
前
に
入
札
す
る
理
由

を
伺
う
。

こ
れ
ら
の
除
雪
機
械
は
、
特
殊

車
両
で
あ
り
、
受
注
を
受
け
て

か
ら
生
産
す
る
た
め
で
あ
る
。

老朽化が進む除雪機械

【
議
案
第
２
号
】　

八
幡
平
市
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

ＱＡ 職
員
配
置
や
施
設 

な
ど
の
基
準
整
備

　

家
庭
的
保
育
事
業
な
ど
の
設
備
お
よ

び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
職
員
配
置
や
施

設
な
ど
の
基
準
に
つ
い
て
所
要
の
整
備

を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
子
ど
も

た
ち
に
対
す
る
市
の
取
り
組

み
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
家
庭
的
保
育
事
業
の
認

可
を
受
け
た
場
合
、
人
員
配

置
・
調
理
施
設
の
猶
予
期
間
が
、

５
年
か
ら
10
年
に
延
長
に
な
っ

た
根
拠
を
伺
う
。

ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
は
、
慎
重
に

取
り
扱
う
も
の
と
し
て
調
理

業
務
を
受
託
し
て
も
ら
い
、
家

庭
的
保
育
事
業
立
ち
上
げ
に
際

し
、
指
導
を
万
全
に
し
て
い
く
。

ま
た
、
猶
予
期
間
の
延
長
の
根

拠
は
、
国
の
省
令
ど
お
り
で
あ

る
が
、
保
育
士
不
足
の
解
消
の

た
め
進
め
て
い
き
た
い
。
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合
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
採

用
さ
れ
る
面
積
な
ど
が
増
え
た

の
で
、
補
正
を
お
願
い
す
る
も

の
で
あ
る
。

牧
野
管
理
運
営
事
業
の
賃
金
が

2６
万
円
減
額
と
な
り
、
委
託
料

33
万
５
千
円
増
額
と
な
っ
て
い

る
。
賃
金
と
委
託
料
で
、
ほ
ぼ

同
じ
額
が
増
減
と
な
っ
て
い
る

が
、
ど
う
い
う
制
度
に
変
わ
っ

た
の
か
。
ま
た
、
畜
産
振
興
を

ど
の
よ
う
に
保
証
し
て
い
く
の

か
伺
う
。

市
営
牧
野
の
放
牧
牛
に
対
す
る

予
防
接
種
な
ど
の
業
務
は
、
こ

れ
ま
で
市
の
臨
時
的
任
用
職
員

で
実
施
し
て
き
た
。
今
回
、
そ

の
対
象
獣
医
師
３
人
の
う
ち
、

１
人
が
議
員
に
な
ら
れ
、
地
方

自
治
法
第
92
条
の
２
の
規
定
に

抵
触
す
る
の
で
、
市
長
の
任

命
・
指
示
に
従
っ
て
も
ら
う
こ

と
な
ど
は
適
切
で
は
な
い
。
今

後
は
、
直
接
雇
用
で
は
な
く
、

Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
へ
の
委
託
業
務

と
し
て
予
算
措
置
を
し
、
そ
ち

ら
か
ら
対
象
獣
医
師
へ
お
願
い

す
る
形
で
進
め
て
い
き
た
い
。

ＱＡ

井上　辰男 議員 (八起会)………０5

　・市民からの要望・意見について
　・移動期日前投票車の導入などについて

渡辺　義光 議員 (市民クラブ)…０6

　・市道の改良、整備について
　・八幡平ドラゴンアイと地元学について
　・老人クラブ活動への助成支援について

関　　治人 議員 （八起会)………０6

　・りんどうの生産量拡大と人手不足について
　・地域性を生かした学校教育について

立花　安文 議員 （八起会)………０7

　・林業振興について
　・安代林業センターについて

羽沢　寿隆 議員 （八起会)………０8

　・自然エネルギーの活用について
　・観光資源の活用状況について

北口　　功 議員 (無会派)………０8

　・公共関与型産業廃棄物最終処分場の整備に
　　ついて
　・河川改修の実情と国土強靭化地域計画の策

　　定に向けた市の取り組みについて

熊澤　　博 議員 （自由クラブ)…０9

　・畜産振興について

　・観光振興について

髙橋　悦郎 議員 （日本共産党)…1０

　・大更駅周辺整備事業について

米田　定男 議員 (日本共産党)…1０
　・子育て支援策の拡充について
　・市人口ビジョンについて

９人が市政を問う

一 般

質 問

旧
西
根
町
民
プ
ー
ル
跡
地

宅
地
分
譲
な
ど
で
活
用
す
る

井
いのうえ

上辰
た つ お

男 議員
（八起会）

問　

旧
西
根
町
民
プ
ー
ル
跡
地

の
、
今
後
の
利
用
予
定
を
伺
う
。

市
長　

宅
地
分
譲
や
市
営
共
新

住
宅
建
て
替
え
工
事
の
用
地
と

し
て
活
用
す
る
考
え
で
あ
る
。

問　

平
舘
高
校
の
車
の
周
回
場

所
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　

平
舘
高
校
か
ら
の

要
望
を
確
認
し
、
有
効
な
手
段

か
検
証
し
て
い
く
。

問　

平
成
30
年
３
月
末
の
空
き

家
戸
数
お
よ
び
特
定
空
き
家
戸

数
を
伺
う
。

市
長　

空
き
家
６
１
３
戸
、
特

定
空
き
家
候
補
１
２
７
戸
で
あ

る
。

問　

空
き
家
は
所
有
者
の
責
任

だ
が
、
行
政
と
し
て
何
か
対
策

を
考
え
て
い
る
の
か
。

防
災
安
全
課
長　

所
有
者
に
状

況
を
知
ら
せ
、
認
識
し
て
も
ら

う
こ
と
が
大
事
と
考
え
て
い
る
。

問　

利
活
用
可
能
な
空
き
家
へ

の
支
援
、
取
り
組
み
を
伺
う
。

防
災
安
全
課
長　

今
年
度
中
に
、

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
創
設
予

定
で
あ
り
、
子
育
て
世
代
へ
の

支
援
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

問　

南
北
線
か
ら
市
役
所
へ
の

案
内
標
識
が
分
か
り
づ
ら
い
の

で
、
改
善
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　

現
在
は
、
ま
だ
考

え
て
い
な
い
。
砂
田
永
持
線
拡

幅
改
良
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ

せ
、
考
え
て
い
き
た
い
。

移
動
期
日
前
投
票
車 

導
入
な
ど
に
つ
い
て

問　

移
動
期
日
前
投
票
車
導
入

に
つ
い
て
検
討
と
課
題
を
伺
う
。

市
長　

投
票
区
再
編
前
後
で
の

投
票
状
況
を
総
括
し
、
選
挙
管

理
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
効

果
な
ど
を
今
後
検
証
し
て
い
く
。

旧西根町民プール跡地の現況

村
長
室
な
ど
に
掲
げ
ら
れ
て
い

た
著
名
な
画
家
や
、
書
家
の
絵

や
、
色
紙
は
ど
う
引
き
継
が
れ

て
い
る
か
。

備
品
や
、
図
画
な
ど
は
昨
年
度

に
内
覧
会
を
開
催
し
、
希
望
者

に
譲
り
渡
し
た
。

今
後
、
公
共
施
設
の
解
体
工
事

が
増
加
す
る
と
思
う
が
、
基
金

の
積
み
立
て
計
画
や
、
予
算
の

見
通
し
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

合
併
し
た
町
村
で
は
、
老
朽
化

し
た
公
共
施
設
の
取
り
壊
し
は

課
題
で
あ
る
が
、
過
疎
債
の
対

象
に
な
り
、
市
の
持
ち
出
し
資

金
は
３
割
で
済
む
。
今
回
の
事

業
に
も
、
過
疎
債
１
億
円
を
充

当
す
る
。
公
共
施
設
管
理
計
画

を
策
定
し
、
一
時
的
に
大
き
な

負
担
を
伴
わ
な
い
よ
う
進
め
て

い
く
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
対
応

す
る
基
金
は
、
現
有
し
て
お
り
、

有
効
活
用
に
努
め
て
い
き
た
い
。

【
議
案
第
５
号
】　

旧
松
尾
総
合
支
所
解
体
工
事

の
請
負
契
約
の
締
結
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

解体される旧松尾総合支所

Ａ Ｑ Ａ

ＱＡ

Ｑ

解
体
工
事
契
約
金
は 

２
億
９
１
６
０
万
円

　

旧
松
尾
村
役
場
は
、
昭
和
51
年
に
建

築
さ
れ
、
平
成
2６
年
の
新
庁
舎
移
転
ま

で
松
尾
総
合
支
所
と
し
て
利
用
さ
れ
、

42
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
現
在
、
老
朽

化
が
著
し
く
、
空
き
家
で
あ
り
、
今
後

も
利
用
す
る
見
込
み
が
な
い
こ
と
か
ら
、

平
成
31
年
６
月
25
日
ま
で
に
解
体
す
る

も
の
で
す
。

旧
松
尾
村
役
場
の
屋
上
に
掲

示
さ
れ
て
い
た
村
章
「
マ
」
は
、

村
の
指
針
と
し
た
農
業
、
鉱
工

業
、
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。

跡
地
に
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し

て
設
置
す
る
な
ど
村
の
歴
史
を

伝
え
、
語
り
継
ぐ
た
め
に
、
永

久
保
存
し
て
は
ど
う
か
。

３
町
村
の
町
村
章
や
、
歴
代
の

首
長
な
ど
の
写
真
は
、
町
村
の

歴
史
を
物
語
る
大
切
な
資
料
で

あ
る
。
現
在
、
倉
庫
な
ど
に
眠
っ

て
い
る
が
、
保
存
方
法
と
活
用

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

【
議
案
第
３
号
】　

平
成
30
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

ＱＡ １
７
７
３
万
９
千
円

増
額
し
た
補
正
予
算

　

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
７
７
３
万

９
千
円
を
増
額
し
、
累
計
２
２
４
億
１

７
３
７
万
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
歳

出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
観
光
振
興
対
策
事
業　

２
８
０
万
円

▼
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業　

３
２

　

０
万
円

▼
農
地
災
害
復
旧
事
業　

9２
万
円

▼
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業　

７

　

６
０
万
円

振
興
作
物
推
進
事
業
の
負
担
金
、

補
助
お
よ
び
交
付
金
に
か
か
わ

る
リ
ン
ド
ウ
優
良
品
種
緊
急
新

植
事
業
費
補
助
金
2８
万
５
千
円

の
増
額
補
正
の
内
容
を
伺
う
。

お
盆
や
、
秋
彼
岸
向
け
の
新
品

種
１
年
目
の
管
理
費
が
掛
か
る

の
で
、
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

10
ア
ー
ル
当
た
り
６
万
６
千
円

を
県
と
市
、
生
産
者
、
そ
の
３

者
で
３
分
の
１
ず
つ
負
担
し
て

い
る
。
な
お
、
こ
の
品
種
に
つ

い
て
は
対
象
品
種
が
変
わ
る
場



一 般 質 問 一 般 質 問

07 №52 06№52

問　

選
挙
活
動
で
市
内
全
域
を

回
り
、
合
併
13
年
の
市
の
現
状

と
、
地
域
の
声
を
聞
く
こ
と
が

で
き
た
。
市
民
の
最
も
多
い
要

望
は
、
市
道
の
舗
装
や
生
活
道

の
整
備
で
あ
っ
た
。
舗
装
の
で

こ
ぼ
こ
や
損
壊
が
各
所
に
見
ら

れ
る
。
早
急
な
整
備
や
、
安
全

対
策
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　

軽
舗
装
の
要
望
は
、
現

在
６８
件
あ
り
、
毎
年
約
２
千
㍍

を
舗
装
し
て
い
る
。
社
会
資
本

総
合
整
備
交
付
金
の
対
象
事
業

と
し
て
、
５
千
万
円
ほ
ど
の
舗

装
補
修
も
実
施
し
て
い
る
。
今

後
も
、
国
・
県
の
有
利
な
交
付

金
制
度
を
導
入
し
、
積
極
的
に

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ド
ラ
ゴ
ン
ア
イ

問　

八
幡
平
ド
ラ
ゴ
ン
ア
イ
が
、

国
内
外
か
ら
注
目
を
集
め
て
い

る
。
地
元
の
龍
や
水
伝
説
と
の

結
び
つ
き
、
特
産
品
開
発
、「
地

元
学
」
に
よ
る
市
内
の
宝
探
し

を
展
開
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

ド
ラ
ゴ
ン
ア
イ
を
外
国

人
観
光
客
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
し
、

テ
レ
ビ
や
雑
誌
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
商
標
登
録
に
向
け
て
観

光
協
会
が
手
続
き
中
で
あ
る
。

Ｐ
Ｒ
活
動
や
特
産
品
の
開
発
な

ど
、
販
売
促
進
を
考
え
て
い
く
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
支
援

問　

高
齢
者
等
温
泉
館
入
浴
利

用
証
を
、
６5
歳
未
満
の
ク
ラ
ブ

員
ま
で
交
付
し
、
一
体
化
し
た

ク
ラ
ブ
支
援
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

６5
歳
以
上
の
高
齢
者
は

約
１
万
人
お
り
、
35
％
が
利
用

証
交
付
を
受
け
て
い
る
。
高
齢

者
の
健
康
増
進
の
た
め
の
施
策

で
あ
り
、
ク
ラ
ブ
全
員
に
拡
大

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

市
民
要
望
の
多
い
道
路
整
備

優
先
度
を
考
慮
し
順
次
実
施

渡
わたなべ

辺義
よしみつ

光 議員
（市民クラブ）

着々と進む道路改良工事（大更）

リ
ン
ド
ウ
生
産
量
拡
大
政
策

品
種
改
良
お
よ
び
国
際
戦
略

（八起会）

安代リンドウ生産現場

関
せき

　治
ひ ろ と

人 議員

林
業
専
門
職
員
の
採
用

担
当
職
員
の
増
員
を
検
討

立
たちばな

花安
やすふみ

文 議員
（八起会）

松くい虫被害が心配なアカマツ林

問　

来
年
４
月
か
ら
、
森
林
経

営
管
理
法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
林
業
専
門
職
員
の
採
用

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

林
業
担
当
職
員
の
増
員

の
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問
　
森
林
環
境
贈
与
税
の
、
来

年
度
収
入
見
込
み
額
は
ど
れ
く

ら
い
か
。

市
長
　
１
千
万
円
前
後
を
見
込

ん
で
い
る
。

問　

森
林
山
村
多
面
的
機
能
発

揮
対
策
事
業
に
対
し
て
、
嵩
上

げ
補
助
金
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

市
長　

こ
の
事
業
は
、
市
が
嵩

上
げ
補
助
し
た
場
合
に
、
県
も

嵩
上
げ
補
助
す
る
も
の
で
、
現

在
、
当
市
に
お
い
て
事
業
実
績

は
な
い
が
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

林
地
台
帳
整
備
の
進
捗
状

況
を
伺
う
。

市
長　

平
成
29
年
度
中
に
、
県

か
ら
デ
ー
タ
の
提
供
を
受
け
て

お
り
、
現
在
、
市
が
整
備
を
行

う
項
目
に
つ
い
て
、
作
業
を
進

め
て
い
る
。

問　

民
有
林
の
作
業
道
補
修
に

対
し
て
、
援
助
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

市
長　

費
用
対
効
果
を
勘
案
し

て
検
討
し
た
い
。

問　

市
内
の
松
く
い
虫
被
害
に

つ
い
て
伺
う
。

市
長　

平
成
29
年
度
は
、
被
害

木
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

安
代
林
業
セ
ン
タ
ー

の
今
後
の
活
用

問　

安
比
で
、
環
境
保
全
活
動

を
し
て
い
る
市
民
団
体
の
活
動

拠
点
施
設
と
し
て
、
活
用
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

施
設
維
持
が
困
難
で
あ

り
、
閉
館
の
手
続
き
を
進
め
る
。

問　

リ
ン
ド
ウ
の
生
産
量
は
、

過
疎
化
や
高
齢
化
に
よ
る
人
手

不
足
の
た
め
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

品
種
改
良
に
よ
る
人
手
不
足
対

策
、
海
外
事
業
に
よ
る
販
売
拡

大
、
研
修
生
受
け
入
れ
な
ど
、

取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

市
長　

ば
ら
つ
き
の
な
い
品
種

や
、
株
持
ち
の
良
い
病
気
に
強

い
品
種
を
提
供
す
る
こ
と
で
農

家
の
栽
培
経
費
を
抑
え
、
所
得

の
向
上
に
つ
な
げ
る
。
花
き
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、
切
り

花
系
品
種
の
親
株
の
開
発
や
、

開
花
時
期
の
異
な
る
品
種
で
収

穫
作
業
の
効
率
化
を
図
る
。
海

外
事
業
に
つ
い
て
は
、
ル
ワ
ン

ダ
で
の
栽
培
の
成
功
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
世
界
ブ
ラ
ン
ド
化
を

期
待
す
る
。
研
修
生
に
つ
い
て
、

現
在
、
八
幡
平
市
内
で
は
受
け

入
れ
実
績
は
な
い
が
、
Ｊ
Ａ
に

取
り
次
ぎ
す
る
用
意
は
あ
る
。

問　

リ
ン
ド
ウ
農
家
へ
の
支
援

事
業
な
ど
を
使
っ
て
も
ら
う
た

め
に
、
広
く
周
知
す
る
べ
き
と

思
う
が
考
え
を
伺
う
。

農
林
課
長　

認
定
農
業
者
へ
の

説
明
会
、
集
落
座
談
会
、
Ｊ
Ａ

生
産
部
会
で
説
明
し
て
い
る
。

本
年
度
に
入
る
前
に
、
予
算
の

説
明
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、

約
６
０
０
名
に
通
知
し
て
８0
人

ほ
ど
の
出
席
で
あ
っ
た
。
個
別

通
知
も
含
め
、
周
知
に
努
め
て

い
き
た
い
。

ス
キ
ー
授
業
の
推
進

問　

地
域
性
を
生
か
し
、
冬
の

体
力
づ
く
り
の
た
め
、
ス
キ
ー

授
業
の
推
進
の
考
え
を
伺
う
。

教
育
長　

指
導
者
確
保
は
難
し

い
が
恵
ま
れ
た
環
境
を
生
か
し
、

地
元
出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
を
誇
り
に
取
り
組
み
た
い
。



一 般 質 問 一 般 質 問

09 №52 08№52

問　

八
幡
平
市
は
、
大
自
然
に

恵
ま
れ
た
観
光
資
源
の
宝
庫
で

あ
り
、
そ
の
観
光
資
源
を
効
率

的
に
生
か
し
て
い
る
か
伺
う
。

市
長　

今
、
ど
こ
の
自
治
体
で

も
、
観
光
、
観
光
と
一
色
で
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
自
治
体
間
の
競
争

に
絶
対
勝
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
せ
っ
か
く
、
よ
そ

に
は
な
い
利
点
を
、
わ
れ
わ
れ

は
持
っ
て
い
る
わ
け
で
、
そ
れ

を
具
現
化
し
て
、
誘
客
に
結
び

付
け
て
行
く
べ
き
で
あ
る
。
皆

さ
ん
か
ら
も
、
取
り
入
れ
る
べ

き
い
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
っ
た
ら
、

積
極
的
に
提
案
し
て
も
ら
い
た

い
。

荒
屋
新
町
駅
貨
車 

転
車
台
の
活
用

問　

荒
屋
新
町
駅
に
あ
る
電
動

上
路
式
貨
車
転
車
台
は
、
明
治

期
の
輸
入
転
車
台
と
し
て
現
存

す
る
大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
る

と
聞
い
た
。
新
た
な
観
光
資
源

と
し
て
、
取
り
入
れ
る
べ
き
と

思
う
が
考
え
を
伺
う
。

市
長　

昨
年
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
日
本

と
協
議
を
重
ね
て
い
て
、
花
輪

線
の
運
行
、
ま
た
安
全
面
な
ど

に
支
障
が
な
い
か
検
討
中
で
あ

る
。
地
元
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、

Ｊ
Ｒ
に
向
け
て
要
望
書
を
出
す

な
ど
、
熱
意
を
示
す
こ
と
が
大

変
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

不
動
の
滝
の
桜
松
線 

拡
張
計
画

問　

大
型
バ
ス
な
ど
の
乗
り
入

れ
が
困
難
で
あ
る
が
、
道
路
整

備
計
画
は
あ
る
か
。

市
長　

現
在
、
鴨
志
田
線
の
着

工
を
目
指
し
て
お
り
、
桜
松
線

へ
の
整
備
は
そ
の
後
に
な
る
。

新
た
な
観
光
資
源
掘
り
起
し

豊
富
な
観
光
資
源
の
宝
庫

羽
は ざ わ

沢寿
ひさたか

隆 議員
（八起会）

荒屋新町駅ドイツ製貨車転車台

産
廃
処
分
場
の
安
全
対
策

道
路
整
備
を
進
め
安
全
確
保

（無会派）

産業廃棄物最終処分場建設予定地

北
きたぐち

口　功
いさお

 議員

輸
出
も
見
据
え
た
畜
産
振
興

地
域
内
一
貫
生
産
体
制
確
立

熊
くまざわ

澤　博
ひろし

 議員
（自由クラブ）

種雄牛と雌牛

問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
の
農
畜
産
物

市
場
の
開
放
・
自
由
化
の
波
は
、

熾
烈
を
極
め
て
い
る
。
そ
の
反

面
、
平
成
29
年
の
畜
産
物
の
輸

出
は
、
全
て
の
品
目
で
伸
び
、

特
に
も
牛
肉
は
、
前
年
比
41
・

４
％
増
で
あ
る
。
産
地
間
競
争

に
勝
つ
た
め
の
、
キ
ャ
ト
ル
セ

ン
タ
ー
事
業
の
明
細
と
、
管
理

運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

生
産
基
盤
の
維
持
拡
大

と
、
地
域
内
一
貫
生
産
体
制
確

立
の
た
め
、
キ
ャ
ト
ル
セ
ン

タ
ー
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

乳
用
牛
の
哺
育
育
成
が
４
０
０

頭
、
肉
用
牛
の
繁
殖
が
３
０
０

頭
、
哺
育
育
成
が
２
５
０
頭
の

規
模
を
想
定
し
、
管
理
運
営
に

つ
い
て
は
、
新
い
わ
て
農
協
が

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

日
本
短
角
種
の
振
興

問　

牧
野
組
合
と
放
牧
事
業
を

統
合
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

市
長　

民
間
牧
野
を
含
め
た
統

合
の
可
能
性
も
考
慮
し
、
公
共

牧
野
再
編
の
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
。

市
民
優
遇
の
観
光
を

問　

滞
在
型
を
市
民
に
体
験
し

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ
。
既

存
施
設
の
有
効
活
用
で
活
性
化

で
き
な
い
か
。
ま
た
、
観
光
立

市
を
目
指
す
心
構
え
を
市
民
に

ど
う
啓
蒙
し
て
い
く
か
伺
う
。

市
長　

利
用
し
や
す
い
工
夫
や

Ｐ
Ｒ
を
進
め
、
市
民
自
ら
が
情

報
発
信
し
、
さ
ら
な
る
誘
客
に

つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
市
民
参
加
で
の
外
国
人

観
光
客
受
け
入
れ
な
ど
の
講
座

の
検
討
で
、
市
民
一
体
と
な
っ

た
観
光
受
け
入
れ
の
醸
成
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

問　

県
が
建
設
予
定
の
産
業
廃

棄
物
最
終
処
分
場
（
椛
沢
地

区
）
工
事
に
お
け
る
安
全
対
策

と
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

搬
入
道
路
で
あ
る
市
道

新
時
森
線
の
拡
幅
お
よ
び
歩
道

整
備
を
、
県
の
財
政
支
援
に
よ

り
市
が
実
施
す
る
。
工
事
お
よ

び
産
廃
車
両
は
、
市
道
新
時
森

線
の
み
を
通
行
す
る
よ
う
事
業

団
が
指
導
徹
底
し
て
い
く
。
次

に
、
処
分
場
の
供
用
開
始
後
の

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
上
水

道
整
備
、
市
道
新
時
森
線
の
拡

幅
・
歩
道
設
置
・
変
則
交
差
点

の
改
良
、
用
水
路
の
改
修
、
赤

川
大
橋
の
架
け
替
え
な
ど
、
県

の
財
政
支
援
に
よ
り
実
施
さ
れ

る
。
ま
た
、
市
内
事
業
者
の
廃

棄
物
運
搬
経
費
の
削
減
、
固
定

資
産
税
の
増
収
な
ど
が
期
待
で

き
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

車
両
な
ど
の
往
来
増
に
よ
る
安

全
面
へ
の
影
響
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

河
川
改
修
の
実
情
と 

市
の
取
り
組
み

問　

市
内
河
川
改
修
の
実
情
と
、

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
策
定

に
対
す
る
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長　

県
へ
の
河
川
改
修
要
望

に
つ
い
て
は
、
安
比
川
と
松
川

の
改
修
を
要
望
し
て
い
る
。
安

比
川
で
は
、
岩
屋
・
岩
木
地
区

と
小
屋
畑
地
区
の
２
カ
所
を
要

望
し
て
い
る
。
ま
た
、
松
川
で
は
、

昨
年
度
の
豪
雨
災
害
で
被
災
し

た
５
カ
所
の
災
害
復
旧
に
つ
い

て
、
本
年
８
月
か
ら
順
次
実
施

し
て
い
く
。
今
後
と
も
、
継
続

地
区
の
事
業
促
進
な
ど
を
強
く

要
望
し
て
い
く
。
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一 般 質 問

問　

学
校
給
食
費
の
無
料
化
が
、

全
国
的
に
大
き
く
進
展
し
つ
つ

あ
る
。
ま
た
、
国
の
政
治
に
お

い
て
も
、
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
、
そ
し
て
高
等
教
育
の

無
償
化
な
ど
も
進
行
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
子
育
て
支
援
の
強
化
、

教
育
の
無
償
化
が
政
治
の
大
き

な
流
れ
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
の
証
左
で
あ
る
。
ま
し
て
や

憲
法
第
2６
条
で
は
、
「
義
務
教

育
は
こ
れ
を
無
償
に
す
る
」
と

規
定
し
て
い
る
趣
旨
を
尊
重
す

る
の
が
政
治
の
責
任
で
あ
る
。

学
校
給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。

教
育
長　

国
の
調
査
結
果
か
ら

そ
の
成
果
や
課
題
を
把
握
し
、

本
市
と
し
て
ど
う
い
う
支
援
策

が
実
現
可
能
な
の
か
、
総
合
的

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
何

よ
り
も
、
学
校
給
食
費
無
料
化

が
市
の
施
策
の
中
で
優
先
さ
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
民
の
合

意
形
成
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
前

提
で
あ
る
。

問　

市
民
の
合
意
形
成
は
当
然

で
あ
る
。
問
題
は
、
誰
が
合
意

形
成
を
図
る
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を

と
る
か
で
あ
る
。
教
育
委
員
会

が
そ
れ
を
担
う
こ
と
で
こ
そ
、

合
意
形
成
が
進
展
す
る
と
い
え

る
。
そ
の
場
合
に
、
学
校
給
食

は
子
ど
も
に
対
す
る
単
な
る
食

事
の
提
供
で
は
な
く
、
給
食
の

意
義
に
つ
い
て
明
確
に
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

教
育
総
務
課
長　

給
食
は
、
教

育
の
一
環
と
し
て
の
食
育
の
部

分
が
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め

る
。

問　

大
更
駅
周
辺
整
備
事
業
で
、

街
づ
く
り
の
「
基
本
的
方
向
性
」

が
、
依
頼
し
て
い
た
市
商
工
会

か
ら
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、

特
に
「
駅
前
顔
づ
く
り
施
設
」

の
内
容
を
伺
う
。

副
市
長　

駅
前
顔
づ
く
り
施
設

は
、
図
書
館
・
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
・
市
役
所
支
所
な
ど
が

入
る
施
設
と
し
て
提
案
を
頂
い

た
が
、
Ｊ
Ａ
西
根
支
所
が
、
市

役
所
西
根
総
合
支
所
に
移
転
の

方
向
だ
。
移
転
す
る
Ｊ
Ａ
西
根

支
所
に
、
市
役
所
支
所
を
考
え

て
い
る
。

問　

図
書
館
や
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
、
大
更
駅
前
の
顔
づ

く
り
施
設
に
設
置
す
る
こ
と
に
、

所
管
課
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
て
い
る
の
か
。

教
育
総
務
課
長　

図
書
館
の
移

転
に
つ
い
て
、
規
模
や
機
能
に

つ
い
て
協
議
に
応
じ
て
い
く
。

地
域
福
祉
課
長　

新
し
い
施
設

を
作
っ
て
も
ら
う
の
は
あ
り
が

た
い
。
役
割
が
他
の
施
設
と
重

複
し
な
い
よ
う
考
え
て
い
く
。

問　

工
事
が
進
ん
で
い
る
都
市

計
画
道
路
の
、
沿
道
へ
の
商
店

街
づ
く
り
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

建
設
課
長　

地
区
内
の
商
店
再

開
用
と
し
て
、
1６
区
画
を
用
意

し
、
う
ち
11
区
画
で
話
し
合
い

が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
外
部

か
ら
新
規
に
店
舗
を
建
て
る
区

画
と
し
て
、
10
区
画
を
用
意
し

て
い
る
が
、
ま
だ
具
体
的
に
は

一
件
も
決
ま
っ
て
い
な
い
。

問　

大
更
駅
前
道
路
沿
道
に
商

店
を
建
て
る
際
に
、
何
か
支
援

策
が
あ
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長　

店
舗
建
設
や

備
品
購
入
に
、
上
限
で
１
千
万

円
の
補
助
金
制
度
を
用
意
し
た

が
、
現
在
、
申
し
込
み
は
な
い
。

大
更
駅
前
の
商
店
街
づ
く
り

27

区
画
中
４
割
で
話
し
合
い

（日本共産党）

工事が進む大更駅周辺整備事業

給
食
費
無
料
化
の
検
討

市
民
の
合
意
形
成
が
必
要

米
ま い た

田定
さ だ お

男 議員
（日本共産党）

西根地区学校給食センター

髙
たかはし

橋悦
えつろう

郎 議員

議会の動き

（５月１日～７月26日)

５月

▲

１日　八幡平市議会議員当選証書付与式

▲

９日　市議会事務連絡会議、会派代表者会議

▲

1６日　会派代表者会議

▲

17日　平成30年第２回臨時会(初議会、 ～1８日)、 会派代表者

　　　　　　　　会議、 議員全員協議会

▲

1８日　総務常任委員会、 教育民生常任委員会、 産業建設常任

　　　　　　　　委員会、 議会広聴広報常任委員会、 議会運営委員会、

　　　　　　　　市政調査会臨時総会

６月

▲

４日　予算などに関する議員研修会

▲

６日　教育民生常任委員会協議会

▲

７日　議会運営委員会

▲

８日　総務常任委員会協議会

▲

12日　産業建設常任委員会協議会

▲

14日　平成30年第２回定例会(～21日)、 議会広聴広報常任委

　　　　　　　　員会

▲

1８日　市政調査会理事会

▲

19日　議会運営委員会

▲

21日　市政調査会総会

７月

▲

３日　議会広聴広報常任委員会

▲

４日　平成30年７月盛岡地区広域消防組合議会臨時会

▲

10日　議会運営委員会

▲

11日　大阪府茨木市議会会派視察来庁、松西会・関善次郎・

　　　　工藤直道・会派議員研修(～12日)

▲

17日　委員長会議、 平成30年第３回臨時会、 議会改革推進会

　　　　　　　　議、 議会広聴広報常任委員会

▲

19日　産業建設常任委員会協議会

▲

24日　平成30年度雫石東八幡平線道路促進協議会総会

▲

25日　第６5回岩手地区議会議員大会

▲

2６日　議会広聴広報常任委員会
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項　目 内　容 主な適用例

調査研究費
会派(議員)が行う市の事務や地方行財政などの調査研究と調査委託
に関する経費

交通費、宿泊費

研　修　費
会派(議員)が研修会を開催するために必要な経費や、団体などが開
催する研修会へ参加するための経費

交通費、宿泊費、参
加費

広　報　費 会派(議員)が行う活動や市政について市民に報告するための経費
広報紙・報告書など
印刷費、文書通信費

広　聴　費
会派(議員)が行う住民からの市政と会派の活動に対する要望、意見
の聴取、住民相談などの活動の経費

資料印刷費、会場費

要請・陳情
活　動　費

会派(議員)が要請、陳情活動を行うための経費
文書通信費、交通費、
宿泊費

会　議　費
会派(議員)が行う各種会議、団体などが開催する各種会議への会派

（議員）として参加するための経費
会場費、資料印刷費

資料作成費 会派(議員)が行う活動に必要な資料を作成するための経費 印刷製本代

資料購入費
会派(議員)が行う活動に必要な図書、資料などを購入するための経
費

書籍購入費、新聞雑
誌購読料

人　件　費 会派(議員)が行う活動を補助する職員を雇用するための経費 給料、手当、賃金

事 務 所 費 会派(議員)が行う活動に必要な事務所の設置、管理に要する経費
事務機器購入、リー
ス代

政務活動費に充てることができる経費の範囲

会派など名称 期　日 視察先 視察内容

八　起　会
新政クラブ

７月12日

　　　　13日

　　　　14日

島根県浜田市

島根県邑南町

島根県出雲市

シングルペアレント介護人材育成事業に
ついて
日本一の子育て村構想について
Ａ級グルメ構想について
耕作放棄地の解消対策としての水田放牧
の取り組みについて

１月2６日 沖縄県名護市 なごアグリパークでの６次産業関連の活
動内容について
経済金融活性化特区制度について

市民クラブ
自由クラブ
伊 藤 一 彦
北 口 和 男

７月2６日
　　27日

鹿児島県指宿市
鹿児島県垂水市

特産品振興策について
地域振興計画策定事業について

日本共産党

11月21日 石川県かほく市 定住化促進の取り組みについて

２月15日

　　1６日

千葉県東庄町

茨城県大子町

東庄町健康づくりの里構想について
東庄町国民健康保険東庄病院の経営方針
について
子育て支援の取り組みについて

会派(議員)別

視察研修一覧

(29年度)
※研修会参加は除く

八起会、新政クラブ・水田
放牧視察（昨年７月14日、
出雲市）

市民クラブ、自由クラブ、
伊藤一彦、北口和男・地域
振興計画策定事業視察（昨
年７月27日、垂水市）

　八幡平市は、議員の調査研究など

活動に必要な経費の一部として、１

人当たり月額２万円の「政務活動費」

を会派または議員に交付しています。

ここでは、２9年度に交付された政務

活動費がどのように使われたのかを

お知らせします。

政務活動費収支報告

１人月２万円

その使い道は

八　起　会(７人)

使用額　　1,444,316円
調査研究費　1,243,1８4円

資料購入費　　　　4,332円

事 務 所 費　　19６,８00円

交付額　　1,68０,０００円

返還額　　　　235,６８4円

北 口 和 男

使用額　　　141,651円
調査研究費　　12８,744円

資料購入費　　　12,907円

交付額　　　２4０,０００円

返還額　　　98,349円

日本共産党(３人)

使用額　　　754,０88円
調査研究費　　2６８,30８円

広　報　費　　4８0,６６0円

資料購入費　　　5,120円

交付額　　　7２０,０００円

返還額　　　　　　０円

緑　松　会(３人)

使用額　　　5２6,919円
調査研究費　　12８,432円

研　修　費　　37６,８６2円

資料作成費　　　　　　2８9円

資料購入費　　　21,33６円

交付額　　　7２０,０００円

返還額　　 193,２58円

自由クラブ(２人)

使用額　　　43２,144円
調査研究費　　254,472円

研　修　費　　17６,372円

資料購入費　　　1,300円

交付額　　　48０,０００円

返還額　　　　　　47,856円

新政クラブ(２人)

使用額　　　435,754円
調査研究費　　404,4８８円

資料購入費　　　　1,02６円

事 務 所 費　　　30,240円

交付額　　　48０,０００円

返還額　　　44,24６円

交付額合計　　5，160，000円

使用額合計　　4，549，992円

返還額合計　　　644，273円

※
緑
松
会
は
、
議
員
ご
と
に
交
付
し
、
そ
の
合
計

額
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

市民クラブ(４人→３人)

使用額　　　　815,1２０円
調査研究費　　　512,８52円

研　修　費　　2６８,45８円

資料購入費　　　33,８10円

交付額　　　　84０,０００円

返還額　　　２4,88０円

※
市
民
ク
ラ
ブ
は
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で
４
人
、

10
月
か
ら
３
月
ま
で
３
人
に
交
付
し
て
い
ま
す
。

（※うち、177円は議員の自己資金）

（※うち、34,2６5円は議員および会派の自己資金）

（※うち、34,0８８円は会派の自己資金）
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佐
井
６1
番
地

　
　
　

小
山
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◆
帷
子
第
1６
地
割
１
２
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熊
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４
０
番
地
１

　
　
　

髙
橋　

由
則

　

◆
野
駄
第
15
地
割
１
０
７
番
地

　
　
　

立
柳　

優

　

◆
大
更
第
33
地
割
49
番
地

　
　
　

松
村　

勝
彦

　

◆
大
更
第
25
地
割
２
９
７
番
地
７

　
　
　

菊
田　

健
生

問　〇の中には、どんな文字

　（数字)が入るでしょう？

■応募方法　答え、住所、氏名(ふりがな)、 「ギカイのひろば」 を読んだ　　

感想、市政や市議会への意見・要望などを必ず記入の上、はが

きやファクス、電子メールで応募ください。正解者の中から抽

選で10人に八幡平市共通商品券500円分をお贈りします(当選者

の発表は発送をもって代えさせていただきます）。

※お寄せいただいた個人情報は景品の発送以外には使いません。

■あて先　〒02８-7397　八幡平市議会事務局　議会だより　係

　FAX：0195-74-2105　E-mail：gikai＠city.hachimantai.lg.jp

■しめ切り　平成30年９月７日㈮(当日消印有効)

■前回(№51)の正解　10(年)

　　　　　　　　　　応募者　12人　　正解者　12人

ク イ ズ

次の市農業

委員会の委員

〇〇名を任命

次は　９月定例会　（予定)
　議会を傍聴しませんか

　八幡平市議会では、本会議などを誰でも傍聴するこ

とができます。傍聴を希望する方は、議会開催日に市

役所３階の議会事務局までお越しください（受付で住

所や氏名を記入する必要はありません）。

　議会の映像を見ることができます

　八幡平市議会では、議会開催日に市役所本庁舎１階

のテレビでライブ中継を行っているほか、インター

ネット(YouTubeの八幡平市議会のチャンネル）で録画

配信しています。

期　日 内　容

９月10日㈪ 議案上程 ほか

９月11日㈫～14日㈮
一般質問、議案審議、決算

特別委員会

９月15日㈯～17日㈪ 休　　会

９月1８日㈫～21日㈮ 決算特別委員会

９月22日㈯～24日㈪ 休　　会

９月25日㈫・2６日㈬
各常任委員会、決算特別委

員会

９月27日㈭ 休　　会

９月2８日㈮ 決算特別委員会

９月29日㈯

～

10月１日㈪

休　　会

10月２日㈫ 委員長報告 ほか

八幡平市議会活動レポート

関善次郎議員

全国市議会議長会表彰

　本市議会の関善次郎議員が全国市議会議長会から表

彰を受けました。

　関善次郎議員は市議会議員を15年以上務めた功績で

す（合併前の町村議会議員としての在職年数の２分の

１を市議会議員在職年数に通算）。

永年にわたる自治の功績たたえる

会期
７月17日
(１日間)

19
議
案
に
同
意

第３回
臨時会

【
議
案
第
１
号
】
〜
【
議
案
第
19
号
】　

農
業
委

員
会
の
委
員
の
任
命
に
関
し
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

会派視察研修

　全国地方議会サミット２０１８に参加し、早稲田大

学名誉教授の北川正恭先生の講演で、選挙も「お願い」

から「約束」へ変わり、「紙文化」から「ネット・ＩＴ

文化」へ移行するため、議会も次のステップへ進まな

ければならないことを学びました。

松西会・関善次郎・工藤直道・会

派議員研修

東京新宿・早稲田大学大隈記念講堂

市
農
業
委
員
会
の

委
員
19
名
を
任
命

　

市
農
業
委
員
会
の
委
員
を
任
命
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

任
命
さ
れ
る
委
員

（
住
所
お
よ
び
氏
名
を
掲
載
）

　

◆
赤
坂
田
２
５
４
番
地
３

　
　
　

藤
村　

勇
三

　

◆
佐
比
内
74
番
地

　
　
　

山
本　

範
夫

　

◆
大
更
第
4６
地
割
１
１
５
番
地
３

　
　
　

三
浦　

美
恵
子

　

◆
松
尾
第
５
地
割
６
９
３
番
地
６

　
　
　

古
川　

美
枝
子

【任期】　平成30年９月１日から平成33年８月31日までの３年間
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八
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八
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平
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会
広

聴
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報
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任
委

員
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5
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平
成
3
0
年
８
月
９
日
発
行

　市外出身の私は、小さなころか

らスキー、キャンプなどで頻繁に

八幡平市を訪れてました。そこは、

自然豊かで刺激的な環境がありま

した。仕事の関係で３年ほど通

勤し、「お兄さんどこから来てる

の」と声を掛けられ、何度もお会

いするうちに「ほうれん草」「山

菜」など、地の恵みをお裾分けし

てもらいました。受け入れられた

感じがして嬉しかったです。そし

て、現在では市民となり６年にな

ります。八幡平市は第２のふるさ

とであり、心豊かな人材を育み、

発展し続ける市政を期待します。

議 会 の ま ど

心
豊
か
な
人
材
を
育
み
、

発
展
し
続
け
る
市
政
を

写
真
付
き
で
良
か
っ
た
。
返

礼
品
の
梱
包
作
業
で
、
障

害
者
の
就
業
が
あ
る
の
が
知
れ
て

良
か
っ
た
。
（
大
更
・
59
歳
女
性
）

ゆ
っ
く
り
読
め
て
い
い
で
す
。

昨
年
は
ロ
ビ
ー
で
議
会
を

見
ま
し
た
が
、
今
年
は
傍
聴
し
た

い
で
す
。
（
松
尾
・
６８
歳
女
性
）

長
寿
社
会
の
今
、
１
０
０

歳
の
祝
い
金
に
疑
問
で

す
。
祖
母
も
１
０
６
歳
で
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
祝
い
金
が

あ
っ
て
も
気
持
ち
だ
け
の
よ
う

で
し
た
。
（
平
舘
・
54
歳
女
性
）

見
や
す
く
、
い
じ
め
防
止
に

つ
い
て
の
対
策
も
掲
載
さ

れ
て
い
て
良
か
っ
た
。(

大
更
・

６1
歳
男
性
）

写
真
が
多
く
使
わ
れ
て
い
て
、

見
や
す
か
っ
た
。
不
登
校

の
実
態
も
掲
載
さ
れ
て
い
て
良

か
っ
た
。
（
大
更
・
29
歳
女
性
）

温
泉
料
を
安
く
し
て
ほ
し
い
。

資
格
を
持
た
な
く
て
も
で

き
る
介
護
施
設
の
仕
事
が
あ
る
と

い
い
で
す
。
（
野
駄
・
51
歳
女
性
）

選
挙
や
議
会
の
こ
と
を
ゆ
っ

く
り
見
て
、
知
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
す
ね
。(

荒
木

田
・
８9
歳
女
性
）

誰
で
も
読
み
や
す
い
よ
う

に
写
真
が
多
く
使
用
さ

れ
て
お
り
、
良
い
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
西
根
病
院
に
、
介
護
施

設
を
設
置
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
。
（
大
更
・
13
歳
女
性
）

クイズで寄せられ

た意見などを紹介

します。

声

学校紹介

安代小学校児童会長

笹
ささ き

木珠
み う

優　さん

　八幡平市議会のホームページには、は

ちまんたい議会だよりのほか、議会日程

（会期日程、一般質問の通告一覧）や議

決結果、会議録（キーワード検索できま

す）などを掲載しています。ご覧くださ

い。

市議会ホームページにアクセスを

安
代小学校では、「相手の

目を見て、さわやかで明

るいあいさつをしよう」を目標

に、あいさつに力を入れていま

す。私たち児童会では、全校８６

人であいさつの飛び交う小学校

にするために、あいさつ運動を

頑張っています。先にあいさつ

をすれば勝ちという「あいさつ

相撲」の取り組みで、家庭や地

域でもあいさつをしています。

齋
さいとう

藤貴
たかまさ

将  さん

（上町）

平成3０年第２回定例会

傍聴者数

29人


